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分散型エネルギー資源

（DER）がグリッドの姿を変

えています。電力会社にと

って、これはますます複雑

化するエコシステムにつな

がるものであり、そこでは、

規制面と需要家の期待の

両方が常に変化していま

す。同時に、こうしたテクノ

ロジー主導の変化は、伝統

的な設備投資策にあまり頼

らない未来のグリッドを導

入し構築する新たなチャン

ス生み出します。CYMEの

「負荷軽減 DERの最適化」

モジュールは、エンジニア

が非従来型送配電ソリュー

ション（NWA）を効率良く設

計して、重要グリッド資産の

容量問題を軽減するため

のツールを提供します。 

多くの電力会社では、グリッド性

能を維持・改善するために不可

欠な大規模設備投資を計画する

際に、従来型ソリューションと対

比して、非従来型送配電ソリュ

ーションを系統的に評価するよう

求められています。従来型ソリュ

ーションを支えているエンジニア

リング解析法は、この数十年で

確立されましたが、実用規模の

発電およびエネルギー貯蔵シス

テムの最適な立地とサイズを決

めるために必要な技術的ノウハ

ウは、高度な専門知識であるこ

とに変わりはありません。 

「負荷軽減 DERの最適化」モジ

ュールは、エンジニアが二次電

池電力貯蔵システム（BESS）や

出力調整可能/不可能電源を用

いた負荷軽減プロジェクトを評価

できるように支援します。 

このモジュールには、2つの異な

るアルゴリズムがバンドルされて

います。1つは BESS と出力調

整可能電源の最適化用で、もう

1つは出力調整が不可能な電源

のサイジング用です。 

出力調整可能な DERの最適化

解析では、重要グリッド資産の

負荷軽減という観点から、BESS

と出力調整可能な電子的に結合

された発電機（ECG）の変換器制

御装置の最適な立地、サイズ、

および設定値を決定します。シミ

ュレーション結果は、要約レポー

ト、詳細レポート、および BESS

と出力調整可能 ECDの最適立

地をハイライトするヒートマップな

ど、様々な形式で利用可能で

す。 

出力調整不可能な DERのサイ

ジング解析では、資産の過負荷

を軽減するために必要な発電機

サイズを決定します。 

この解析では、同時に最大 3つ

の異なるテクノロジー（例えば、

PV、風力エネルギー変換システ

ムなど）をサポートしており、各テ

クノロジーに固有の挙動にも対

処できます。結果については、シ

ミュレーション期間中に過負荷

が生じた資産ごとに、ユーザー

定義の過負荷発生頻度（例え

ば、70%、95%、99%の頻度）を軽

減するために必要な有効電力量

が提示されます。 

「負荷軽減 DERの最適化」モジ

ュールは、何週間もかかるエン

ジニアリング作業をわずか数分

の計算に置き換えることで、電

力会社がその計画立案の枠組

みを近代化できるように支援し

ます。それは、21世紀の気候と

クリーンエネルギーの目標に、

実務を調和させるための避けら

れないステップです。 

 

 

 

 

 

 

  

エネルギー貯蔵システムと出力調整可能電源の 

最適な立地とサイズの迅速な決定 

 

負荷軽減 DERの最適化 

 



非従来型送配電ソリューション

を効率良く設計することで、重

要グリッド資産の容量問題を

軽減 

 

 

 

出力調整可能な DER の最適

化 

この解析の主な目的は、ユーザ

ー定義の機器での過負荷を削

減することです。そのシミュレー

ションパラメータには以下のもの

があります。 

 軽減対象の重要資産に対する

調整可能な負荷レベル目標 

 単相または三相変換器の選択 

 使用できる BESSおよび ECG

サイズの事前選択が可能 

 いくつかの BESS属性、変換

器設定値、寿命パラメータの定

義機能、例えば： 

 BESSの充電、効率、および劣

化などの最小および最大の状

態 

 変換器の効率と損失 

 機器の寿命と予想される系統

負荷増大 

 実現困難な設置位置を破棄す

る様々なオプション制約条件 

 新規および旧来の異常状態に

基づく、位置スコア計算のため

のカスタマイズ可能な多目的

関数 

出力調整不可能な DER のサ

イジング 

この解析の主な目的は、ネット

ワークの各機器における、ユー

ザー定義の過負荷発生量を削

減することです。そのシミュレー

ションパラメータには以下のもの

があります。 

 様々な発電プロファイル（例え

ば、雲がある場合とない場合

の PV曲線）の使用が可能 

 最大 3つの異なるテクノロジー

または発電プロファイルの同時

解析の実行が可能 

 ユーザー定義の 3つの軽減能

力レベル（例えば、70%、95%、

99%の過負荷発生頻度） 

正確な BESSモデリング 

BESSモデルは、多数の異なる

コンポーネントで構成されます。

主要部はバッテリーモジュール

で、これは有効電力を貯蔵し、そ

れをバッテリーマネージメントシ

ステムで制御される内蔵の

DC/DC変換器を用いて、電池

セルに充放電することにより伝

送します。次に、電力は AC/DC

変換器によって、AC側に送られ

ます。この変換器の容量を利用

することで、無効電力がグリッド

に対し双方向に移動（出入り）で

きるようになります。 

双方向に移動する電力量（充電

/消費および放電/発電）は、スト

レージコントローラによって管理

されます。これは、その制御設

定値とネットワーク計測データに

応じて、ネットワークとの間で双

方向に移動すべき有効電力量と

無効電力量を決定します。 

数種類の制御機器がサポートさ

れています。2～3の例を挙げる

と、電力監視、DER監視、volt-

var制御などです。 

意味のある結果 

最適な位置、サイズ、および変

換器設定値だけでなく、シミュレ

ーション結果には、直感的に理

解できる様々な出力データがあ

ります。それらは、要約レポート

と詳細レポートに加え、BESS と

出力調整可能 ECGを統合する

のに最適な立地をハイライトす

るヒートマップなどです。 

このモジュールは単独で使用* 

することもできますが、「プロファ

イルによる定常状態解析」モジュ

ールの機能を利用すると、最大

エネルギー需要と過負荷状態に

ある機器の時間パラメータを自

動的に決定できます。 

プロファイルによる定常状態解

析 

モデルの各種要素（負荷、発電

量、メーター、需要家タイプなど）

に対する、様々な詳細度（60分

から 1分までの間隔）のプロファ

イルに基づいて、時系列解析を

実施できます。プロファイルは、

過去データまたは予測データか

ら作成できるので、過去の再生

シミュレーションや長期計画のシ

ミュレーションが可能です。 

* CYME配電系統解析用の基

本パッケージ（CYMDIST）が必要

です。 

 

30年以上にわたり、CYMEチー

ムは、顧客本位の上質なサービ

スに裏打ちされた最高のソフトウ

ェアソリューションをお届けする

ことで、お客様から高く評価され

てきました。CYME ソフトウェアに

関する情報やウェブデモについ

ては、cymeinfo@eaton.comを参

照してください。 
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弊社のソーシャルメディアをフォローして、最

新の製品・サポート情報を入手してください。 

 

http://www.eaton.com/cyme

